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衆
議
院
議
員
城
井
崇
君
提
出
北
九
州
港
及
び
関
門
航
路
の
整
備
推
進
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
城
井
崇
君
提
出
北
九
州
港
及
び
関
門
航
路
の
整
備
推
進
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
令
和
四
年
十
二
月
十
六
日
内
閣
衆
質
二
一
〇
第
五
五
号
）
一
に
つ
い
て
か
ら
三
に

つ
い
て
ま
で
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

北
九
州
港
西
海
岸
地
区
の
岸
壁
に
つ
い
て
は
、
同
港
に
係
る
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
条
の

三
第
一
項
に
規
定
す
る
港
湾
計
画
に
お
い
て
、
港
湾
計
画
の
基
本
的
な
事
項
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
四
十
九

年
運
輸
省
令
第
三
十
五
号
）
第
十
六
条
に
規
定
す
る
大
規
模
地
震
対
策
施
設
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
老
朽

化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
政
府
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
「
老
朽
化
対
策
」
に
合
わ
せ
て
、
港
湾
の
施
設
の
技
術
上
の

基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
九
年
国
土
交
通
省
令
第
十
五
号
）
第
一
条
第
七
号
に
規
定
す
る
耐
震
強
化
施
設
と
し
て
、
当

該
岸
壁
の
改
修
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

関
門
航
路
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
そ
の
水
深
が
十
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
船
舶
の
大
型
化
に
対
応
す
る
と
と
も
に
船
舶



 

２ 

 

の
航
行
の
安
全
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
政
府
と
し
て
は
、
当
該
航
路
に
お
け
る
水
深
を
十
四
メ
ー
ト
ル
ま
で
確

保
す
る
た
め
、
当
該
航
路
の
開
発
及
び
保
全
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


